


－今回のシンポジウムには、「イメージDBと博物館ネッ
トワークのイノベーション」というタイトルが付けられ
ています。まず、イメージデータベース（以下、イメー
ジDB）のイノベーションから、企画意図をお話しいた
だけますか。

赤間：実は、技術的なレベルでは、イ
メージDBを作るということ自体は、
決してイノベーショナルなことではあ
りません。
しかし、その技術が現場での使用に耐
えるまでに十分に練られ、実際に波及
するまでにはそれなりの時間がかかり
ます。特に人文科学という分野では、
それが顕著です。とは言っても、イメージDBの存在は、
人文科学研究においても、研究のツールとしてようやく
認知された、という状況になりつつあります。
人文系の研究現場では、あるイメージについて語る場合、
主に言語によって伝達してきたわけですが、イメージDB
のような共通のプラットホームが認知されることによっ
て、デジタル・イメージを直接使ったコミュニケーショ
ンが可能になりました。このことは、すでに自明の前提
になり、意識されていないと言えるのかもしれませんが、
今回のシンポジウムでは、改めて、イメージDBの存在が
日本文化研究のイノベーションにつながると主張したい
と思います。

－では、博物館ネットワークのイノベーションについて
は、いかがですか。

赤間：ご存知のように欧米各国には日本に関するさまざ
まな作品・資料が存在します。が、一部の大規模な美術館・
博物館を除き、中小の美術館や個人コレクターのもとに
収蔵されたものの大部分は、現在のところ、ごく限られ
た人の目に触れられるのみで、公開、あるいは情報の共
有という点からは大きく立ち後れています。
　これにはさまざまなレベルの理由が考えられますが、
日本、あるいは日本の芸術や文化を研究する者は、そう
いった状況に対して、何ができるのか、どうしたらそれ
ら多くの日本に関する作品・資料を深い眠りから覚ます
ことができるのかをもっと真剣に考えなくてはならない。
実際、やるべきこと、やれることがたくさんあるのです。
　その一つに美術館・博物館をネットワークでつなぎ、
さまざまな情報の共有化を行うことが挙げられます。私
たちの活動は、デジタルをキーワードにしています。実
際にデジタル技術を用いて、博物館ネットワークをより

緊密に連携させていく手法を持っています。そういった
ものを提案しつつ、その可能性、あるいは問題点を検証
したいと思っています。

－今回、キーノート・スピーチをされるヨーゼフ・クラ
イナー教授は、ヨーロッパにおける博物館ネットワーク
のキーパーソンですね。

赤間：そうです。現在、法政大学におられるクライナー
教授は、ENJACという、ヨーロッパにおける日本美術部
門を持っている博物館のネットワークを組織しました。
また、プラハ・ナショナル・ギャラリーのヘレナ・ホンクー
ポヴァさんは、データベースをキーワードとして第2回
のENJACの国際会議のチェアパーソンを務めました。お
二人には、ENJACという博物館ネットワークを組織した、
その趣旨を改めて伺いたいと思っています。また、この
ENJACですが、残念ながら、現状ではその活動は停滞し
ていると言わざる得ません。その問題点についても、事
態に直面されたお二人からぜひ伺いたい。そして、どうし
たらそれらの諸問題を解決できるのか、その糸口をこの
シンポジウムで見つけたいと切望しています。

－ボストン美術館や大英博物館といった大規模な美術館・
博物館からも講師をお招きしていますが。

赤間：言うまでもなく、両館とも、世界を代表する大規
模美術館・博物館です。現在、世界の大規模美術館・博
物館では、イメージDBを使った全収蔵品公開プロジェク
トを積極的に展開しています。こういった公開が外部資
金を集めやすいというトレンドもありますし、また、技
術や組織といった諸条件が整ったという状況も大きく寄

与しています。
　今回、ボストン
美術館からは、セー
ラ・トンプソンさ
んとエイブラハム・
シュレーダーさん
のお二人をお招き
しました。お二人
には、デジタル公
開の成功例として、
ボストン美術館の
日本美術部門の事
例について報告し
ていただきます。
といっても、表層
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「イメージDBと博物館ネットワークのイノベーション」

コーディネーター、赤間 亮教授に訊く

DH-JAC2009 ―コーディネーターに企画趣旨を訊く―














